
（２）接種体制構築について

資料２



 12月17日に予防接種実施規則の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第192号）を公布・施行。同日から武
田／モデルナ社ワクチンによる追加接種を実施可能。

 今般の運用改善等や留意点も踏まえ、武田/モデルナ社ワクチンによる追加接種を進めてください。

• 20回を超える穿刺は不可。
• 注射針及びシリンジについて、今後配送するワクチンには、１バイアルから15回以上採取可能な組み合わ

せのものを配布（※）。既に配送済の分を活用する場合で、新たに必要があるときは、個別に相談。
（※）針・シリンジは、ワクチン１箱（150回以上接種分）に対して２箱（200回分）を配布

• シールについて、今後配送するワクチンには、20枚付属。ただし、既に配送済の分は、付属するシールが
10枚であることから、追加接種に使用すると枚数が不足。

＜考えられる対応例＞

 ３枚複写の予診票でない場合は、予診票用のワクチンシールを接種済証に貼付
 予診票用のワクチンシールの余剰がない場合は、ワクチンシールをコピーしたものを接種済証に貼付

接種に関する留意点

武田 /モデルナ社ワクチンを用いた追加接種の体制構築

• ファイザー社ワクチンと同様の融通が可能。
 会場間でのバイアル単位での小分け（複数回可能。ただし、再小分けの場合には都道府県に届出。）
 ２～８℃での移送

• 在宅療養患者等への巡回接種の際、シリンジに充填した状態で移送することが可能。

• エビデンスに基づき追加接種の効果と安全性をまとめた情報提供資材を公表。

武田／モデルナ社ワクチンに関する運用改善等
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武田 /モデルナ社ワクチンを取り扱う予定の接種会場

武田/モデルナ社ワクチンを取り扱う予定の接種会場は、ほとんどが既に他の種類のワクチンを取り扱っている。

武田/モデルナ社ワクチンを取り扱う予定の接種会場数 2,443

うち、武田/モデルナ社ワクチンのみの取扱い 42

うち、複数ワクチン取扱い 2,401

（注）12月22日時点

＜複数ワクチンを取り扱うことについて＞

各ワクチンの接種や管理、運用等について、以下のとおり明確に区

分した上で、１会場で複数種類のワクチンを取り扱うことを許容。

・ 複数種類の新型コロナワクチンの接種を混同しないよう、ワク

チンごとに接種日時や接種を行う場所を明確に分けること。

・ 同一の冷蔵庫内において複数の新型コロナワクチンを保管する

場合は、容器・管理を明確に分けること。

・ 新型コロナワクチンの管理については、複数人での確認を徹底

するとともに、接種関連器具・物品を区分し、責任者・担当者を

置くこと。

（参考１）ファイザー基本型の接種会場数 5,847

（参考２）ファイザー連携型の接種会場数 62,973
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２．個別接種会場等について

１．大規模接種会場について

追加接種に当たり、ファイザー社ワクチンと武田/モデルナ社ワクチンを合わせて、希望する者に対して十分な数量を
確保しており、武田/モデルナ社ワクチンによる追加接種を実施するための体制構築について、改めて都道府県に協力
をお願いしたいことを整理

追加接種（３回目接種）の実施に向けた大規模接種会場の確保等について

「追加接種（３回目接種）の実施に向けた大規模接種会場の確保等について」（令和３年12月22日付予防接種室事務連絡）

これまでに設置した大規模接種会場について、追加接種を実施するために必要な体制が整っているか確認し、追加
接種のための体制の構築・整備を更に進める

設置期間を設けている場合には、武田/モデルナ社ワクチンの追加配送を行うこと等も踏まえ、可能な範囲で設置期
間の延長も検討

設置期間が終了した大規模接種会場についても、接種体制を再度構築し、追加接種を行うことができないか検討

※武田/モデルナ社ワクチンを保管する冷凍庫の設置を希望する場合は、既定様式にて厚生労働省予防接種室に登録

市町村における武田/モデルナ社ワクチンを用いた個別接種による接種体制の確保について、より一層の支援を行う

特に、市町村が個別接種会場・集団接種会場を確保する場合に、市町村と関係機関との調整に当たって必要な助言
を行うなど、市町村における円滑な接種体制の構築に協力する

個別接種会場間のワクチンの融通に関する調整に引き続き遺漏なきを期す

広域的な視点で市町村における接種体制構築を支援

例えば、単独では接種体制を構築することが難しい小規模市町村等について、広域連携により複数の市町村で接種
体制を構築できるよう支援する
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追加接種（３回目）接種に使用するワクチンについてのお知らせ

４

015728
テキストボックス
12月24日厚労省自治体説明会資料



小児用（5～1 1歳用）ファイザー社ワクチンの特性について

5～11歳用のファイザー社ワクチンは、12歳以上用の（既存の）ファイザー社ワクチンとは濃度や用量が異なります。

5～11歳の方には、必ず5～11歳用のワクチンを使用してください。

５

5～11歳用ファイザー社ワクチンの特性

ファイザー社からの配送単位 10バイアル/箱 （箱の大きさ：幅89mm×奥37mm×高47mm）

ファイザー社からの配送温度 原則として-90℃～-60℃

保存方法と有効期間
室温（30℃を超えない）で解凍する場合は、希釈前12時間の保存が可能
希釈後は2～30℃で12時間の保存が可能
小分けの移送時には、-90℃～-60℃か2～8℃の温度にしてください

採取回数
10回/バイアル
残液が少ない針付きシリンジ（針は27G・5/8 inch）を供給します

その他
希釈が必要（1.3mLの薬液を1.3mLの生理食塩液で希釈）
１回当たり0.2mLを接種します
小分けルールは12歳以上用の製剤と同様

2～8℃ 10週間保存可能、再凍結不可

-90℃～-60℃ ワクチンの有効期間（製造時から６か月）

配送先施設ファイザー社
（及び配送委託業者）

５～11歳用ワクチン 針付きシリンジ

地域担当卸

ワクチン

カラーは

オレンジ

令和３年11月17日
第９回自治体説明会資料１

一部改変

※薬事承認前であり、
全て予定の情報です。
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小児用（5～1 1歳）ファイザー社ワクチンの取扱い

基本的な考え方

① １機関複数ワクチンの取扱の容認

各ワクチンの接種や管理、運用等について、以下のとおり明確

に区分した上で、１会場で複数種類のワクチンを取り扱うことを

許容。ファイザー社ワクチンでも小児用と12歳以上用は取扱いが

異なることから別種類のワクチン扱いであることに注意。

・ 複数種類の新型コロナワクチンの接種を混同しないよう、ワ

クチンごとに接種日時や接種を行う場所を明確に分けること。

・ 同一の冷蔵庫・冷凍庫内において複数の新型コロナワクチン

を保管する場合には、容器・管理を明確に分けること。

・ 新型コロナワクチンの管理については、複数人での確認を徹

底するとともに、接種関連器具・物品を区分し、責任者・担当

者を置くこと。

６

令和３年11月17日
第９回自治体説明会資料１

一部改変

• 小児用ファイザー社ワクチンの接種の開始は３月以降になる見込み。

• 小児への接種についても、①１機関で複数ワクチンを取り扱うことを許容するほか、②12歳以上と同様に小

児用ワクチンを取り扱う医療機関間での小分け配送が可能。

• 12歳以上用と小児用で取扱いルールが異なることから、別種類のワクチンとして扱う。複数ワクチンを取り

扱う場合には、混同しないような接種体制が必要

② 小児用ワクチンの接種体制の準備

• 小児用ワクチンは、2022年２月から輸入される予定のため、

接種の開始は３月以降となる見込み。

• ファイザー社から各医療機関（接種会場）に原則-90~-60℃で

小児用ワクチンを配送。２～８℃で10週間の保存が可能であり、

超低温冷凍庫は必須としない。医療用冷蔵庫での保管も現実的。

• 同一冷蔵庫等で小児用のファイザー社ワクチンとほかのワクチ

ンを保管することも可。キャップの色が異なるので目印とする

ほか、庫内で混同しないよう容器を分けるなど工夫が必要。

• 12歳以上の場合と同様に小分けが可能。小児への接種を行う会

場間の移送は行って差し支えないが、12歳以上の場合と異なり、

-15~-60℃での移送は不可。

• 小児への接種であることを踏まえ、通常の副反応対応に加え、

入院が必要になった場合等に適切な対応をとれる体制が必要。
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